
2. 工法の概要 
 「大径つばさ杭」の先端翼は，従来の「つばさ杭」と同

様に，半円形の鋼製平板を互いに交差させて鋼管先端に取

り付けることにより構成される（Fig.1）。先端閉塞面積は，
翼径比率の 2乗値を杭閉塞面積に掛けた値となる。杭外径
と翼径比率の関係を Table 1に示す。先端翼の板厚は，杭
に作用する軸力に応じて選定する。 
 施工は，杭外径 318.5～600mmの範囲では 3点式杭打ち
機を用いた頭部回転方式（Fig.2 (a)）とし，杭外径 500mm
以上は全周回転機を用いた胴体回転方式（Fig.2 (b)）とし
た。杭径の拡大に伴い，施工時の周面および先端抵抗が増

加し，大きな回転トルクを必要としたため，胴体回転方式

を採用した。どちらの施工方式も，木ねじの要領で杭を回

転貫入させるため，無排土・低騒音・低振動での施工が可

能となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Toe wing Pipe 
outer diameter 

Ratio of the toe 
wing diameter Diameter Thickness 

φ318.5 637.0～796.3 20～40 
φ355.6 711.2～889 20～40 
φ400, 406.4 800～1016 20～45 
φ450, 457.2 900～1143 20～50 
φ500, 508.0 

2.0 
2.25 
2.5 

1000～1270 20～50 
φ600 900～1500 20～35 
φ700 1050～1400 20～45 
φ800 1200～1600 20～50 
φ900 1350～1800 20～55 
φ1000 1500～2000 20～60 
φ1100 1650～2200 20～65 
φ1200 

1.5 
1.75 
2.0 

1800～2400 20～70 
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領域は，支持層から下の地盤をモデル化し，上部地盤は上

載荷重により考慮した（Fig.6）。杭は弾性体とし，地盤の
構成方程式は，Duncan



「大径つばさ杭」 

NKK技報 No.178 (2002.8) –40– 

 
Photo 1 Construction method 

 
 Fig.8～Fig.10に施工記録を示す。トルク T（kN･m）は
油圧ユニットからの油圧を測定することにより，換算して

求めた。貫入量 S（cm）は 1回転ごとの杭施工深度を計測
し，その増分を 1回転当たりの貫入量として求めた。硬さ
指標 K（kN･m/cm）は，式(3)に示すトルク T を 1回転当
たりの貫入量 Sで除した値であり，その変化により支持層
到達の判断指標とした。 
 

K=T/S ……(3) 
 
 これらの指標は，パソコンを用いた施工管理計で記録さ

れ，常に施工状況を把握することができる。 
 施工性調査試験の結果，以下のことが明らかとなった。 
(1) 従来までの杭頭回転方式で施工した際の施工記録と同
様に，N 値の分布に対応した硬さ指標の記録が得られた。
よって，これまでの「つばさ杭」の施工管理手法をそのま

ま適用することができる。 
(2) 支持層付近で硬さ指標 Kが明確な変化を示し，支持層
へ確実に貫入していることが確椈�!7(3
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